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保育インフォメーション保育インフォメーション

こどもが遊びたいものを自分で選んで遊んだり、やりたいことが

できる毎日を過ごせることが大切です。保育者がこどもの気持ち

に寄り添い応答的に関わることで、こどもの思いが叶い、遊びが

広がっていきます。こどもの思いでつながっていく日々の繰り返

しにより、保育がこども主体のものになっていきますよ。

巡 回 支 つ う し ん
令和７年10月発行

　「こども主体の保育について」は、巡回支援の際によく聞かれる相談内容の１つです。

巡回支援員が巡回支援先で受けた相談内容に対する実際の助言例を紹介します。　

巡回支援員

巡回支援員

保育者

保育者

少しずつ暑さも和らぎ、体を動かす楽しさを味わうのに適した季節ですね。

こどもたちの挑戦したい気持ちを大切にしながら、引き続き安全・安心な保育環境作りをお願いします。

こどもの主体性が十分発揮される保育とはどのような

ものですか？

コーナー保育を取り入れていますが、なかなか遊びが広がりません。

こどもが興味を持って遊ぶために保育者ができることはありますか？

最初は保育者が物の扱い方や遊び方などを知らせて一緒にやって

みて、自分でも遊べるようになったらほめて見守ると良いでしょ

う。達成感や自信がつくようにすると、次第に遊びが広がって自

分がやりたい遊びを見つけて遊べるようになっていきますよ。

巡回支援員

玩具の種類や量は十分か考えてみましょう。こどもの興味が移れ

ば、数日・数週間でも入れ替えることが必要です。ある保育施設

では、棚の一角に全ての玩具を１-２種類ずつ置いておき、こども

が遊びたいと手にした時に残りを出しているという事例もありま

す。選択肢が多い方がやりたいものが見つけやすく、こどもの興

味関心を知ることができます。

巡回支援つうしん秋号（ VOL.７）



職員全体で「こどもが安心して過ごせる環境」を整える

１ ２

３

　７月29日、８月１日の２日間、令和７年度中堅指導者養成研修

を東京 市ケ谷にある児童育成協会 会議室にて開催しました。　「リ

スクマネジメント」をテーマにした研修の中で、活発な意見交換

が行われ、終始和やかな雰囲気の中で他施設との情報共有ができ

る交流の場となりました。

　また、８月20日から施設長等研修が始まりました。今年度の集

合研修およびライブ講義のテーマは「働きやすい職場 ～リーダー

の成長が保育現場を変える～」です。受講者の皆様の熱い気持ち

によって、より多くの満足と成果を持ち帰りいただきたいと思っ

ています。会場およびオンラインでお会いしましょう！

巡回支援トピックス巡回支援トピックス

子ども相談支援部からのお知らせ子ども相談支援部からのお知らせ

　夏号（vol.６）でご紹介した事例は参考にしていただけましたでしょうか。

　秋号（vol.７）の巡回支援トピックスでも、巡回支援員が訪問した保育施設で取り組まれ

ていた事例を紹介します。

　　「こどもの遊びを通して育ちを大事に」「「好きな遊びができるようにスペースを確保」「園児

の発達や空間の広さに合わせて無理なく実施できるように工夫していきたい」と話すA保育園

では、職員全体で話し合い「こどもが安心して過ごせる環境」を整えています。

①低い棚を置き、こどもも大人も全体が見渡せる。

②決まった場所に遊具がセットで置かれているので

　こども自ら取り出して遊び、片付けができる。

③段ボールで作られた小屋（ホッとできるコーナー）

　がありました。

　このように保育環境を整えることで、こどもたちが遊具でよく遊び、保育者が肯定的な態

度でこどもと関われるようになりました。

　職員が話し合い、努力し合って物的環境を整えられているとのことでした。

巡回支援つうしん秋号（ VOL.７）

施設長等研修のご案内はこちら ☞



児童虐待は社会全体でかかわり、

解決していくべき問題です。

あれって虐待かもと思ったら

(本事業は児童育成協会がこども家庭庁から運営を受託して実施しています)

公益財団法人 児童育成協会 子ども相談支援部 巡回支援課　TEL：0570-550-819（５をプッシュ）

「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」月間です「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」月間です

毎年11月は毎年11月は

情報提供や相談を！！

まずは連絡

＊虐待かなと心配な場合は、所在地の市町村または児童相談所にご連絡ください。

＊保育施設は、虐待を発見した際は通告する特別な義務があります。

令和７年度より「巡回指導」から「巡回支援」に事業名が変更となったため、「巡回指導つうしん」から「巡回支援つうしん」

に名称を変更しております。（2025 秋号 VOL.７）

材 料

作 り 方

　食欲の秋！みなさんの施設ではどんなおやつメニューを提供されていますか。こどもたちに“食

べる楽しさ”や“食の大切さ”を感じてもらえるよう手作りおやつを提供されている保育施設も多

いのではないでしょうか。秋号では、ゴーヤーを使ったおやつメニューを紹介します。

引用：児童育成協会発行 月刊「こどもの栄養（９月号）」今月の献立より

こどもの栄養　公式

Instagram

ゴーヤーホットケーキ （１～２歳児の可食量です。　）

にがうり（ゴーヤー） (3.2g)

小麦粉プレミックス粉（ホットケーキ用）（16.0g）

普通牛乳 （8.0g）

鶏卵（6.4g）

無発酵有塩バター（1.6g）

はちみつ（1.6g）

① ゴーヤーは表面のゴツゴツした緑の部分のみ、すりお

　 ろす。

② ボウルに牛乳、卵、溶かしバター、はちみつを入れ、

　 よく混ぜる。。

③ ②に①、ミックス粉を入れて混ぜる。

④ 160℃に温めたホットプレートに油をひき、③を丸く

　 流して焼き色が付くまで焼く。

ゴーヤーの代わりにほうれん草

や小松菜、にんじんで代用して

もいいですね。

献立の

ポイント

☑ ゴーヤーをおろした時に水分が出るので、多く出た場合はザ

　 ルにあげて水気を切ります。

☑ ゴーヤーは、量を調節して苦味を抑えます。

調理の

ポイント

※1～2歳児　エネルギー162kcal　たんぱく質6.3g

　　　　　　　（牛乳120.0ｇと一緒に提供した場合の栄養量）

巡回支援つうしん秋号（ VOL.７）

 日々の保育に役立つ”ちょこっとアイデア”保育のアイデアBOX保育のアイデアBOX


